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から始まったわけではなく，遡れば，言い間違い（speech errors）データの分析や（eてg．，  
Fromkin，1971），そこから生み出された文産出理論（e．g．，Garrett，1975）等，現在の言語の  
産出理論の土台を築いた研究はいくつもある。それにしても，理論的に精緻なモデルが生まれて  
きたのは，ここ十年の問である。   
これに対して，同じく，人間の言語の能力を扱った失語症学（Aphasiology）の研究は歴史が  
長い。1800年代半ばからすでに，現在のこの領域の研究の基礎をなす貴重な成果が出始めており  









Ⅰ 言語産出における単語の音韻処理  
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Ⅱ 伝導失語の音韻結語  
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錯語を生じさせる障害箇所は入力側というよりはむしろ，出力側のどこかにある可能性が高い。   
伝導失語の最大の特徴は音韻錯語の産出である。ターゲットと意味的関係のある単語を誤って  
発話するという意味（semantic）錯語はあまり見られない（e．g．，Pateetal．，1987）。従って，  















セスには成功したがその後の過程で問題が生じているために音韻錯語が生起するとする説である。   
これまでの研究から，（1）伝導失語の患者は一般に呼称，復唱，読みで同じ性質の音韻錯語を示  
す，（2）これらの課題問で同じ成績である，（3）音韻錯語はターゲット構成音素を多く含み，それら  
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錯語が生起するだろう。   
Kohn（1989）のデータについては，（1）呼称，復唱，読みでの成績に差がない点，（2）非単語と  
実在語で差がない点が表象不安定説でどう解釈できるかが焦点となる。（1）については，表象不安  
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では，実在語との間に成績の差は少なくなると考えられる。しかしながら，、彼女はこれら2つの  










非単語を設定してもそのパフォーマンスは実在語と同じになると予測される。   
Ⅲでは上述の2つの説が予測する音韻錯語の障害が，言語産出理論における音韻的符号化段階  
のどこと対応しているかを考えることにより，これら2つの説を区別できる別の視点を提供する。  
Ⅲ 音韻プラニング説，表象不安定説と言語産出理論  



















仮定される伝導失語の音韻錯語の障害箇所は健常者の音韻エラーの原因箇所とは異なる。   
言語産出理論にそれぞれの説を当てはめてみることにより，伝導失語の音韻錯語と健常者の音  
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の後，枠の中に音が挿入されるという理論が構築された。従って，この法則性こそが健常者の音  
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1）言い間違いの例はFromkin（1971）から引用した。なお日本語話者における言い間違いも他言語   
話者のデータと同様の2つのタイプのエラーが見られることが分かっている（寺尾，1990）。  
2）ここではLevelt（1992）に従って説明しているが，中味の特定化については異なった考え方もあ   
る。Dell（1986）では，心内辞書にある音韻表象は1つ1つの音のノード（node）のネットワー   
クとして表現されているので中味の特定化はその単語を構成する各音のノードの検索と対応する。  
3）モーラとは，下位音節単位であり，母音または，子音と母音の連結を指す。  
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